
2024 年 10 月 27 日 
午前 10 時 30 分 

 

降誕前第 9 主日                  No. 43 
 

主日礼拝 

 

前奏 「アダムの堕落によって」  

          （Ｄ.ブクステフーデ） 
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞  

「神よ、わたしを憐れんでください 

御慈しみをもって。 

深い御憐れみをもって 

背きの罪をぬぐってください。 

わたしの咎をことごとく洗い 

罪から清めてください。」    (詩編 51:3,4) 

 

頌栄  27 「父・子・聖霊」 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

交読詩編  51:12～19 
 

司式者：神よ、わたしの内に清い心を創造し 

会 衆：新しく確かな霊を授けてください。  

司式者：御前からわたしを退けず 

会 衆：あなたの聖なる霊を取り上げないでください。  

司式者：御救いの喜びを再びわたしに味わわせ 

会 衆：自由の霊によって支えてください。  

司式者：わたしはあなたの道を教えます 

あなたに背いている者に 

会 衆：罪人が御もとに立ち帰るように。  

司式者：神よ、わたしの救いの神よ 

流血の災いからわたしを救い出してください。 

会 衆：恵みの御業をこの舌は喜び歌います。  

司式者：主よ、わたしの唇を開いてください 

会 衆：この口はあなたの賛美を歌います。  

司式者：もしいけにえがあなたに喜ばれ 

焼き尽くす献げ物が御旨にかなうのなら 

会 衆：わたしはそれをささげます。  

しかし、神の求めるいけにえは打ち砕かれた霊。 

一 同 ： 打ち砕かれ悔いる心を 

神よ、あなたは侮られません。 
 

賛美 21-1,2「主をほめたたえよ」 

 

 
 

祈祷 
 

献金 

 

主の祈り  

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 

 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 
 

 

 



聖書  創世記 3:1～15  旧約(新共同訳)P3～P4 
 

 

1 主なる神が造られた野の生き物のうちで、最も賢いの

は蛇であった。蛇は女に言った。 

「園のどの木からも食べてはいけない、などと神は言わ

れたのか。」 

2 女は蛇に答えた。 

「わたしたちは園の木の果実を食べてもよいのです。 

3 でも、園の中央に生えている木の果実だけは、食べて

はいけない、触れてもいけない、死んではいけないか

ら、と神様はおっしゃいました。」 

4 蛇は女に言った。 

「決して死ぬことはない。5 それを食べると、目が開

け、神のように善悪を知るものとなることを神はご存じ

なのだ。」 

6 女が見ると、その木はいかにもおいしそうで、目を引

き付け、賢くなるように唆していた。女は実を取って食

べ、一緒にいた男にも渡したので、彼も食べた。7 二人

の目は開け、自分たちが裸であることを知り、二人はい

ちじくの葉をつづり合わせ、腰を覆うものとした。 

8 その日、風の吹くころ、主なる神が園の中を歩く音が 

聞こえてきた。アダムと女が、主なる神の顔を避けて、

園の木の間に隠れると、9 主なる神はアダムを呼ばれた。 

「どこにいるのか。」 

10 彼は答えた。 

「あなたの足音が園の中に聞こえたので、恐ろしくな

り、隠れております。わたしは裸ですから。」 

11 神は言われた。 

「お前が裸であることを誰が告げたのか。取って食べる

なと命じた木から食べたのか。」 

12 アダムは答えた。 

「あなたがわたしと共にいるようにしてくださった女

が、木から取って与えたので、食べました。」 

13 主なる神は女に向かって言われた。 

「何ということをしたのか。」 

女は答えた。 

「蛇がだましたので、食べてしまいました。」 

14 主なる神は、蛇に向かって言われた。 

「このようなことをしたお前は 

あらゆる家畜、あらゆる野の獣の中で 

呪われるものとなった。 

お前は、生涯這いまわり、塵を食らう。 

15 お前と女、お前の子孫と女の子孫の間に 

わたしは敵意を置く。 

彼はお前の頭を砕き 

お前は彼のかかとを砕く。」 

 

賛美 358「小羊をば ほめたたえよ！」 

 

 
 

説教 「あなたはどこにいるのか」 
 

賛美 444「気づかせてください」 

  

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 
 



祝祷 
 

アーメン 

 
 

 
 

後奏 「神よ、わたしを憐れんでください」    

             （Ｅ.フェランテ） 
 

司 式 山野上 純子 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 大代 惠 

 
※お立ちになるのが困難な方は、座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※讃美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 


